
私的アジア感

21世 紀を迎え､バ ブル経済

崩壊後 の日本では､未 だに構

造改革だの規制緩和だ と騒

がれていて､一 向に底の見 え

ない不景気が続いている一

方で､中 国を筆頭 とする東ア

ジアは､確 実に経済成長 を続

けて い ます｡日 本の不 景気 も相 まって､当 社 もアジ ア

に対す る受注比率が高 まるに従 い､海 外 に出張す る機

会 も年々増 え､昨 年 はほぼ毎 月の様 に､中 国､タ イ､マ

レー シア､ベ トナム､イ ン ドネシア等 のいずれ かの国

を訪問 いた しました｡

これ らの国 々のほとんどの会社 は､中 国系オーナー

で 占め られてお り､い わ ゆる『華僑経済 圏』と呼ばれて

います｡

会社 のオー ナー と接す る機会 を多 く持 つ よ うにな

り､驚 くことは､皆 若 くて バイ タ リティーがあ り､国 や

業界 を リー ドす るという気概 と 自信 に溢 れ､少 々の失

敗 も恐れ ず決 断が 早 く､実 行 力が ある とい うこ とで

す｡逆 に私 のほ うが彼 らか ら影 響 を受 けた り励 ま さ

れた りします｡残 念な こ とに､彼 らの 日本 に対す る見

方や存 在感 が､10年 前 とは 明 らか に違 って きて いる

事 を年々強 く感 じます｡

今 の 日本は失敗 や責任 を取 る ことをあま りに も恐

れ議 論ばか りを繰 り返 し､小 さな幸せ に満足 し､大 き

な夢を描 けない国 にな って しまった｡日 本 に必要 なの

は100の お題 目よ りも､1つ で よいか ら実行す る実行

力､一一人一人が将 来への気概や夢 を持つ ことではない

で しょうか｡

ア ジア の中で車やAV機 器､カ メラ以外 では､『工 業

国 日本 』の存 在感 の薄 さを感 じる一方 で文化 面で は､

影響力があります｡街 中では､茶髪の若者がウォーク

マ ンでJポ ップ聞き､大都市ではいたる所にコンビ

ニがある｡これらのアジアの中で､最 も日本の影響力

を感 じるのがタイです｡タ イでは､空前の日本食ブー

ムで.ロ ーカルの 日本食チェー ン店があち こちにあ

り(味のほうは保証の限 りではありませんが …)､高

級車を除 く車のほとんどが日本車です｡

当社の遠心分離機､乾 燥機は､主 に農産品の二次加

工に使用 されてお り､澱粉､果 汁､パ ーム､ゴ ムといっ

た工場に納入 されてお りますが､残 念なが らこれ ら

の工場の排水処理は､穴 を掘 り､水分を土中にしみ込

ませる自然沈殿ろ過方式やたれ流し方式 といったよ

うに周辺環境 を考えた物 とはなってお りません｡国

の規制もそれぞれまちまちで､廃 水処理や環境保護

に金をかけるという発想 も無いため､近 い将来の､環

境汚染が心配されます｡日 本の環境対策､リ サイクル

といったモデルを生か し､ア ジアにおける環境先進

国として 日本の役割 は大 きいと思 います｡ま た日本

液体清澄化技術工業会の技術 を､人 口20億 を有する

アジアのために普及することが出来ればと日々念 じ

ております｡



総懸 報岱

第4回 液体清澄化技術基礎実験講座を終えて

今回で第4回 目とな りました:LFPI基 礎実験講座は､飲 料･食 品･医 薬･ろ 材･セ ラミヅク･分 離機 メーカー等12企 業か

ら1'名 の方々の参加を得て2003年3月19日･20日 に横浜国立大学において開催 され ました｡今 回のテーマは身近で理

解 し易いものということで｢酵 母｣を 一貫 した実験素材 とし､行 いました｡酵 母を用いた5つ のプロセスは;

① アル 羅一ル発酵 横浜国立大学/中 村氏担 当 ② アルコールの回分蒸留 第一製薬㈱/佐 藤氏担 当 ③アル コール

の膜蒸留･浸 透気化 ㈱ キッツ/渡 辺･地 曳両氏担当 ④酵母の遠心濃縮 アル ファ･ラバル㈱/青 木･中 島鎌 田担当

⑤濃縮酵母の脱水濾過 ㈱石垣/菅 谷･片 山両氏担 当

で､13名 の参加者 には6班･=3組 に分かれて全単位操作 を2日 間で実験 して頂きました｡

初 日にはまず松本教授か ら各単位操作の意味合 いや周辺技術 の全体像､基 礎的な概念などについて講義が あり､続

いて各単位操作実験の担 当者か らの具体的な機器や フローの説明を経て､午 後か ら実験開始 とな りました｡2日 目の

午前と午後 と併せて3度 のルーチー ンが組まれ､参 加者全員が5つ の単位操作全てを行 うことができました｡各 担当者

が単位操作の要点や機器類の操作法な どについて実機iを目の前に説明 しなが ら､参加者 と一緒になってデータシー ト

を埋 めていきま した｡事 前準備や予備実験での調整 の成果か､各 班比較的順調に実験 を進めることができ､(初 日の遠

心濃縮チーム を除いて?)概 ね設定時間内に終了す る事ができたようです｡精 力的かつ細心 の注意 を以って講座 を運

営 して下さった松本教授 と中村先生 に深 く感謝 申し上げるとともに､昨 年か ら打合せを重ねテキス トや機i材を用意し

て こられた担当各位 にも労いの言葉 を送 りたく存 じます｡

初 日の実験終了後 には参加者全員での懇親会 も催 され､全 員の自己紹介か ら始 まり､思 い思いの体験談や業界の話

題な どあっとい う間で したが楽 しい雰 囲気を満喫す ることができました｡ま た､参 加者の皆様 にはデータ処理と実際

のプロセス考察に役立つ宿題が出され､レ ポー トを松本教授 まで ご提出頂 く事 になってお りますが､丁 寧な添削 まで

頂ける大サー ビス となっているように聞いてお ります｡ま さにいいこと尽 くめ｡

社会人 とな ります と学生の頃よりも勉強が切実 となる も､な かなか機会がないのが実情ではないで しょうか｡ま た

経験 の浅い私のような者にとっては未知 のプロセスや単位操作 を知 る絶好の機会で した｡加 えて多彩な業種の企業の

方々 と知 り合 え､お 話 を聞ける という観点か らも非常 に得難 い場 となって いる と実感 してお ります｡皆 様 にはぜひ こ

のよ うな機会を捉えて頂きた く存 じます｡次 回にはよ り多 くの方々のご参加を期待 しつつ､結 び とさせて頂 きます｡皆

様 どうも有難 うございました｡〈 アルファ･ラ バル㈱ 鎌 田武雄〉

アル:コールの回分蒸留

を終 えた後､手 順書 を見なが らいきな りの実習 とな り､

学生時代以来携 ることの無か った実験装置等 も使 った

りと､少 しばか り面食 らった点 はあ りますが,な ん とか

無事進めることができ､貴 重な経験が出来た と思います｡

エタノール溶液 を用 いての基本的な単蒸留に引き続き､

塩化 カル シウム添加 による塩効果(塩 析効果)を 目的 と

した比較試験を実施する ことにより､気相平衡 に及 ぼす

塩の影響とい うものを｢あ あ､こ ういう事なのか｣と 実感

する事 も出来ま した｡あ っ という間の一時で したが､今

回会得 した知見､及 び技術 を何 らかのかたちで活かして

今回､日 本液体清澄化工業会主催の実験講座に始めて

参加 し､回分蒸留実習 を経験 しました｡

実際 に行 ったのは回分蒸留の一種で ある単蒸留であ り､

原理的 には蒸留酒の製造 プロセス にも用い られている

手法 とな ります｡蒸 留酒 には毎晩お世話 になっているこ

ともあ り､そ ういった意味では馴染が深 く､頭 の中では

どういったものか想像 してお りましたが､実 際 に手 を動

か して実施する ことにより､気 相 と液相の組成の違 いを

利用 して分離精製す るという蒸留 プロセスの基礎 に関

し､よ り理解 を深める ことが出来 ました｡午 前 中の講義



いければ と思 います｡最 後 にな りますが､こ のような貴

重な場 を提供頂きま した講師の皆様 に御礼 申し上げま

す｡〈 ㈱ ロキテクノ 高田義則〉

アルコール膜i蒸留

最近､バ イオマス等でアルコールの膜分離が注 目され

ていて､現 在アルコールの分離 について勉強 している自

分 としては どの分離操作がアル コール分離 に最適な の

か非常 に興味のあるところで した｡蒸 留､膜 分離の講義

は要点をうま くまとめたわか りやす い講義で した｡テ キ

ス トの作者である松本先生が講義す るだけあって､た だ

教科書を読むよりず っと効果があ りました｡テ キス トの

問題 を出して解説 して頂 けた りしたら､も う少し理解度

が深まるのではないか と感 じました｡膜 分離の実験はPV

法 によるエタノール濃縮 を行ないました｡非 常 にわか り

やす く楽 しんで実験することができました｡こ の講座の

良いところは実際に 自分で実験を行な い自分 の目で見

て確認 し基礎技術 を体得で きる ところにある と思 いま

す｡こ のよ うな講義 と実験を行な う講座は他ではあまり

ないと思いますので講師の皆楡 忙 しいとは思 いますが

今後 も是非続 けていただきたいと思います｡有 意義な2

日間.ど うもあ りがとうございました｡

〈アサ ヒビール㈱ 竹田健一郎〉

酵母スラリーの遠心濃縮

遠心濃縮 の基礎実験では､酵 母液 を用いて｢遠 心分離

機 によるスピンテス ト｣と｢小 型ディス ク型遠心分離機

による連続処理

実験｣を 行 いま

した｡連 続 処理

実験 で は､実 際

にディスク型遠

心機 を分解する

ことで構i造を理

解 砿 最大 処理

量､分 離効 率 を

求め､実 機選定

の方法を学びました｡ま た､試 料 による実機選定の違いの

お話 もあ りました｡そ の話 を聞き､実 機に触れなが ら､私

が日常扱って いる汚泥であれば､こ の遠心機にどんな工

夫 を加 えればよいのだろう､と いうイメージを膨 らませ

なが ら､実験 に取 り組みました｡こ のような食品産業分野

で用いられている技術を､自 分の仕事にどう活かすか､ど

んな新 しいものを創 りだすか､と いうことは､文字や言葉

か らでは伝わ りくいと私は考えます｡だ か らこそ､講 義で

なん とな く解 った気分になるだけではなく､今 回の実験

のように目で観察し､実機iに触れe造 を理解 し､考察する

ことで､新 しいアイデアは生まれると思います｡他 の実験

を含めこの基礎講座を通 して､改 めて基礎実験の大切 さを

実感することができました｡最 後に､こ のような場 を設け

ていただきました代表幹事である松本先生および各講師

の方々に深く感謝いたします｡〈 栗田工業㈱ 東ひろみ〉

酵母スラリーの脱水ろ過

ろ過 による濃縮酵母 スラリーか ら酵母の分離 脱水を

通 し､ろ過･脱 水 についての基礎実験手法と収集データの

取 り扱いについて実習を行いました｡固 液分離 液体清澄

化の手法として古典的な手法であ り､ふだん何気な く使

ったり目にしたりするプリコー トろ過は馴染みの深 いろ

過･脱 水方法です｡工 業的に使われている装置も知っては

いましたが､

そ の基礎 と

なるデータ

の取 り扱 い

となる と知

らない事が

多く大変勉

強 にな りま

した｡グ ル

ー プでの実

験 は､丁 寧

な指導のお陰でスムーズに行えました｡我 々のグルー プ

の脱水データに有意差が観 られなかったのが少 し残念で

した｡自 習そのものよ り大変であろう､他 の課題も含めた

実験 レポー トで原因を考察 したいと思います｡

さて､大 学で講義を受け実験を行い､学 食で食事をした

二 日間は20年 ぶ りに学生 に戻ったよ うな気分でとて も

新鮮で した｡季 節の折､花 粉症の筆者には少し辛いものも

有 りましたが､そ れ を差 し引いて も余 り有 る内容で した｡

今回の実習講座の企画実行 には御苦労があったと思いま

す｡松 本先生はじめ､ご 指導頂いた方 々に感謝致 します｡

ありがとうございました｡〈 江守商事㈱ 小島陽一〉





我々 日本人が抱 くスイスのイメー ジは､雪 のアル プス

(写真)､山 国､ク リー ン､… と言 うことではないで しょ

うか｡自 分 自身､"清 澄化(?)"さ れた国を思 い浮かべ ま

す｡し か しなが ら､ス イスにはその生い立ちか ら､ま た違

った側面があります｡

スイスは､今 か ら約700年 前に中部地域の3州 がハ プス

ブルグ家 に対抗す るために同盟 を結んだ ことに始 ま り

ます｡そ の後周辺の州 もこの同盟に加盟 して いき､こ こ

バーゼル州 も約500年 前 に加盟 しました｡そ して､1815

年にナポ レオ ン戦争の処理 をめ ぐって話 し合われたウ

ィー ン会議で､今 のスイス連邦の完成 と永世 中立が認め

られたのです｡現 在のスイスでは自国防衛 のために徴兵

制や､各 家庭または地域 に核 シェル ター､必 要な食料､水､

空気浄化 システム等が設置されています｡あ まりに自由

にな りす ぎ､安 全 と水や空気 はタダ と思われがちな 日本

とは大きく違 っている点です｡こ れ らの歴史的背景 もあ

り､現 在で は首都 ベル ンの連邦政府 は､外 交 と防衛 を担

当 して いるだけ と言 って いいほ ど地方分権が非常 に進

んだ国になっています｡

産業面では､18世 紀 にイギ リスか ら導入された繊維産

業が核 とな り､そ れ に関連 した機械産業 と､繊 維製品を

染色す るための染料産業が発達 し､そ こか らさらに化学､

製薬産業の発展 につながって いきました｡一 方西部 山岳

地帯では､物 流の制約か ら軽薄短 小製品の時計産業が発

達 しました｡乳 業･食 品､金 融業､観 光 も重要な産業にな

って います｡勤 務地 であるバーゼルは､位 置的 には ドイ

ツ･フ ランス国境に接 したライン川沿 いの人 口約4(万 人

の工 業都 市 で､大 手 製薬 メー カー のNOvartis本 社､

Roche本 社 も所在 しています｡ま た､国 際決済銀行(BIS

コBankofInternationalSettlementも 所在 している

ので.当 地で出会 う日本人の多 くは製薬か政府系金融関

係者です｡し か し圧倒的 に多 いのが､ス イス人 と結婚 し

て永住 している女性です｡最 近はいわゆる国際結婚 に抵

抗が少なくなった結果 と思われます｡道 路には一般の宣

伝用の看板がほとん どな く､そ のため運転者 にとって必

要な交通標識 が見やす いこと､路 上には路肩停車 の車さ

え皆無で道幅全部が通行部分 に使えるため､安 全に走れ

る仕組み になっています｡一 歩郊外 に出ると､自 然が豊

富で､休 日には,な だ らかな丘の小道等 を散歩 している

人たちの姿をよ く見かけます｡年 によって違 いますが2

月か ら3月 にかけて開催 されるバーゼルのカーニバルは

Fasnacht(フ ァスナハ ト)と 呼ばれ.観 光客 も多数訪れ

るスイス国内でも大規模なものです｡(写 真)

勤務先のROPUR社 は､1983年 に三井物産 と現地資本

が設立 した会社 で したが､そ の後東 レも資本参加 し,現

在 は東 レRO膜 の欧州､中 東向 け販売拠点 とな っていま

す｡当 社の概要について は､ホ ームページに掲載 してい

ます｡興 味のある方 は(､冊v｡rOpuLcom)に アクセス し

てみて下さい｡

欧州では､ス ペイン･北 アフ リカを中心 と した地中海

沿岸でRO法 による海水･か ん水淡水化案件が増加 して

お り､我 々 にとって重要な市場になって います｡近 年は

造水コス トが下がったため､農 業用水用途 にも採用 され

るよ うになってきま した｡排 水 を再利用 しようという動

きも出てお り､MRUF､RO等 を組み合わせた膜分離シ

ステムが注 目を浴 びるようになっています｡今 後､ま た

何かありました らご報告したいと思います｡

〈ROPURAG(ロ プール アーゲー)上 村順一 〉
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翻形分欝動排出型遠心機ADSシ リーズ

〈製品概要〉弊社製品群の うちADSシ リーズは､回 転体

を止 める ことな く回転中に､固 形分 を排 出出来るため､

ボウルの分解組 立

に要す る労力 を省

き,王 程 の 自動化､

Cipク リー ニ ング

対 応 に よ り､食 品､

医 薬､化 学等 各種

分離工程 に広 く採

用 され てお ります｡

〈蒋長･仕 様〉

液一液一固及び固一液分離に際し､固形分濃度が3-1C%と 比

較的高い処理液に対し連続自動運転の可能な機種で,遠心力に

よる沈降分離のため､フィルターの洗浄､交換といった作業の必

要はありません｡0.5μ 一10μ と細かい粒子の分離､分 級も可

能です｡

処理能:カ100L/Hr-30,000L/Hrま で各種シり一ズ化して

おります｡

高性能回転型膜分離装置F(瓢 一トセップ)

〈製晶概要〉神鋼パ ンテツクは､分 離膜 を用 いてス ラリ

ーを高濃縮 し清澄な ろ過液 を得 ることがで きる高性能

回転型膜分離装置｢ROTOSEP｣を 開発 しました｡本 装置

を濃縮工程に適用すれ ば､熱

による製品の変質､減 圧 によ

る発泡な どの蒸発濃縮 が抱

える問題や､分 離液が清澄で

ない､バ ッチ運転 によ り人件

費が掛 か るな どの遠心分離

が抱える問題 を解決す る こ

とができます｡

〈特畏:･仕様〉

① 膜円板を高速回転させてスラリーにぜん断力と遠心力を作用させ

ることにより､膜分離装置でありながら蒸発濃縮器や遠心分離器と同

等の高濃縮操作が化膿です｡

② 高効率バッフルの採用により､膜円板の高速回転の効果を増幅さ

せています｡

③ 膜が汚れにくいので､膜洗浄や交換頻膣が少なくなります｡またシ

ンプルなシステムで全自動無人運転が可能です｡

④ 処理目的に合わせで､さまざ謹な分離膜やメッシュを選択可能です｡

⑤ 巖大90所までの膜面積を有する標準装置のCか ら誕 理量に禽わ

せた装置の選択が可能です｡馨た蒋殊仕様の装置も製作可能です｡

サニタリーフイルタ八ウジング

〈製晶概要〉 各種 フィルタハウジングの設計製 造､販 売

で30年 以上 の歴史 を持 っ当社 は､

サ ニタ リー フィルタハ ウジング

分野で も｢短 納期｣｢低 コス ト｣｢高

品質｣を モ ッ トーに､各 方面 よ り

高 い評 価 を得 てお ります｡特 に､

お客 様の希望す る接続形状規格､

使用カー トリッジ等に応 じ｢オ リ

ジナ リテ ィー｣を 重視 した設 計､

製造 できめ細や かな対応 を致 し

ます｡

〈特 長･仕 様 〉

当社のサニタリーフィルタ八ウジングは分解､洗 浄､メ ンテナンスを

十分考慮した構造で,次 の標準仕様に応じ設計,製 造致しておりま

す｡こ れ以外の仕様でもこ相談に応じ設計､製 造させて頂ぎます｡

① 材 質:SUS:304｡$US3浴 講U$3総L他

② 表 面 仕 上 げ:鱗OO以 上IIフ研摩､電 解駈野摩､他

③ 接続形状規格1沿F/1$Oへ 胴 レ､講$フランジ､他

④ 仕様カートリッジ:C(⊃鳳$O鼠Oリ ンク蟻サイ即#222､#226)､他

⑤ 用 途:半 導体､食 品､化学､薬 品､他(パ リテ㌧ション対応可能)



｣躍 工ンジニアリング株式会社
当社は､日 本鋼管㈱ と川崎製鉄㈱のエンジニアリング

部門を経営統合 して今年4月1日 にJFEエ ンジニアリング

株式会社として生まれ変わ りました｡､

水エ ンジニア リング事業部は､水 道管の敷設か ら水道 曇

の運用･管 理､浄 水施設､下 水･･汚泥処理施設､し 尿･浸 出､

水処理施設､畜 産廃棄物処理施設.食 品残渣のメタンガi

ス発酵設備などを網羅 した トータルエンジニア リング1

事業を展開 しています｡生 活 に直接関係のある上水･下i

水処理 には微生物を利用 して浄化す る最新のバイオテ･

クノロジーや最先端 の膜分離技術を取 り入れて います｡､

また下水処理後の汚泥 についてはメタン発酵などの燃､

料化､汚 泥中のリンの回収､溶 融ス ラグの建設資材化な:

どリサイ クルの思想を活かして います｡地 球上の生命に

とってかけがえのない水は､有 限な資源です｡汚 さず､無

駄な く有効 に､大切に使 うことが人類 の責任です｡JFEのi

水エンジニアリング事業は､『水環境保全のためのプラi

ン トの建設･･運転･ア フターサー ビス』､『限りある資源のFi

有効利用』等 と､そ れ らを実現するための技術 開発を通i

じ､工 業会の皆様の ご指導を得なが ら､社 会に貢献 した{

いと考えています｡〈 深 田尚平〉

地球環境向上鎌 株 式会社 ウ エル シ イ
弊社 の主力商品を､ご 説明させて頂きます｡

私 たちの生活 に､欠 かす ことのできな い水｡こ こ数年､

各地 で頻繁 に起 こる異常渇水 は､平 野部で の上水使用

量の増加や､山 林部の開発による貯水 力の低下 もその

要因であると言われています｡私 共の｢地 下水膜ろ過 シ

ステム｣は 画期的な システムで､｢環 境保全｣が 叫ばれ る

いま､地 球の地下資源を有効利用す ることのできる｢深

井戸｣が､｢環 境の時代｣の 新 しいス タンダー ドとして､

注 目されて います｡地 中の奥深 くに流れて いる､深 層地

下水 を汲み出 し出し､飲 料水に利用する｢地 下水膜 ろ過

システム｣な ら､水 道水以上の品質の｢お いしい水｣を い

つで も確保することができます｡

また､災 害時や環境汚染な ど､水 道水が足 りな くなっ

て も､地 下水があれば安心です｡さ らに､月 々わずかの電

気代だけで維持することができるため､水 道料金の値上

が りを心配することもあ りません｡｢地 下水膜 ろ過 シス

テム｣は 地球環境 の向 上と､お 客さまの大幅経費節減 を

実現 させ る､環 境 の時代にふさわしいシステムです｡

〈松本利彦〉

株武会社ゼ茸テック
弊社 は昭和51年 の創業以来､｢資 源 の有効利用｣と｢地

球の環境保全｣を テーマに加工液 リサイ クル機械メー

カーとして企業努力を重ねてまい りました｡

この分野の機械製造におきま しては2c年 以上に亘る

経験 をもち､自 動車メーカーを中心 に多 くの実績 と信

頼 を得てお ります｡こ のたびはそ の実績 を基 にサー ビ

ス分野へ進出いた しました｡

すなわち加工液 リサイ クル装置 を車に積み各工場に

出向いて リサイクルを施 し巡回す るというのが新たな

ビジネスモデルであります｡

このサー ビスを導入 して いただき ます と､ユ ーザ ー

は機械 を購入す る必要 はな く､メ ンテナンスも不要､そ

の上廃液発生量は今までの10分 の1に 減 り､原液 の購入

費 も削減できるな ど.効 果は多大な ものがあ ります｡さ

らに社会的要請であ ります､｢環 境への配慮の行 き届い

た｣優 良企業 として社会 的認知 を受 けることができる

すば らしいサー ビスであ ります｡〈 高橋文雄〉

アサヒ:飲料株武金社
1沿 革:1982年 設立の三 ツ矢 フーズ株式会社 を母体 と

し1990年 に創 立 した アサ ヒ ビール飲 料㈱ を中心 に

1997年 アサ ヒビール飲料製造㈱､北 陸アサ ヒビール飲

料製造㈱ を合併 し現在のアサ ヒ飲料㈱ となっています｡
Q
f事 業内容:清 涼飲料水の製造･販 売を行っています｡

3本 年事業方針:｢コ ー ヒー｣｢十 六茶｣｢三 ツ矢｣の 基幹3

ブラン ドと新 ブラン ドの4ブ ラン ドに経営資源を集 中

し､そ のほかのカテ ゴ リー について も既存 の枠 にとら

われな い斬新な商品 を提案 し､清 涼飲料市場 でさ らな

る挑戦を続 けてまいります｡

(1)｢コ ーヒー｣:昨 年発売 し､ご 好評 をいただいている

｢ワンダモーニ ングショッ ト｣を 中心 に､ブ ラック缶 コ

ー ヒーの市場 に｢ワ ンダモーニ ングブラック｣を 投入 し

ます｡

(2)｢十 六茶｣:発 売10年 を迎え､｢新 撰 十六茶｣と して十

六種類 の自然素材のブ レン ドを大幅 に見 直し､さ らに

香ば しく旨味のある商品へ向上 させ新発売 します｡

(3)｢三 ッ矢サイダー｣1あ じわい･爽 快感を幅広 いお客

様 に再認識 いただきた く拡販を行います｡

(4)そ の他,健 康飲料の分野 で｢サ ラ リ｣｢チ ャージ｣な

どを､緑 茶飲料の分野で｢お い しい旨茶｣を 発売 いた し

ます｡〈 佐藤克彦〉



液体清澄化技術展2003が いよいよ4月16日 ～18日 の

日程で吹上ホール(名 古屋市 中小企業振興会館)に て開

催 され ます｡LFPIで は本展示会 を成功させ るため牧野

理事 をは じめとし関係各位 の協力を得て準備 を行って

参 りました｡同 時開催 の最新科学機器展､計 量計測総合

展､名 古屋粉体工業展 とともに初めて開催する液体 清

澄化技術展が来場者 にとって 内容の充実 した ものであ

る事 を願 って止みません｡

当会 よ り出展す る企業は ア ドバ ンテ ック東 洋㈱､神

奈川機器工業㈱､キ ュノ㈱､斎 藤遠心機工業㈱､㈱ セイ

シン企業､チ ッソフィルター㈱､東 洋スク リー ン工業㈱､

㈱ トーケ ミ､㈱ ニクニ､㈱ ノリタケカ ンパニー リミテ ッ

ド､㈱ マキノの11社､清 澄化 工業会 のブース3小 間 を加

え計24小 間の展示 とな ります｡

液体清澄化技術展の展示内容 は液体清澄化に関連す

る技術･製 品であ り､ろ過装置､吸 着装置､そ の他 の分離

装置､ろ 材･分 離膜･吸 着剤､薬 品､管 材･ポ ンプ､プ ラン

ト､計 測機器な どで出展 各社 の展示 内容 に期待す ると

ころです｡

LFPIの 小間では工業会の紹介パネルの展示､新 規制

作 したLFPI紹 介カタログとともに最近 のニュースレタ

ーや会員名簿などをセッ トしたバイ ンダー を用意 して

お ります｡又､工 業会のブース内にカタ ログ展示コーナ

ー を設 け､会員企業のカタログの展示 も行 います｡実 演

としては水の飲み比べを企画 し､硬 度の異なる水(硬 水､

軟水)や 海水淡水化水の試飲 が出来 る準備 を行 ってお

ります｡

セミナー関係では16日 の記念講演 にて柳田博明先生

の｢21世 紀 を拓 くひ らがな工学の薦め｣､当 会会長で あ

る大矢晴彦先生の｢分 離のサイエンス(液 体清澄化技術

の基本 的な考 え方)｣が 予定 されてお ります｡又､液 体清

澄化技術セミナー として､18日 に松本幹治 先生の基調

講演｢液 体清澄化技術 の現状 と今後 の課題｣､技 術発表

として㈱ トーケ ミ｢高 分子 自動溶解装置 の新 しいコン

セプ ト｣､㈱ ニクニ｢液 体へ のガス(空 気･オ ゾン他)溶 解

システム｣､㈱ マキ ノ｢液 体 の分離技術｣な どが行われ ま

す｡

会員 の皆様 におかれま しては､年 度始 めのお忙 しい

中誠 に恐縮ですが､是 非 とも関連企業 お誘 いあわせの

うえ液体清澄化技術展2003に お運 び下さい｡

〈広報委員会〉

液体清澄化 の周辺技術の第2弾 として､液 およびスラ

リーを取 り扱 う上で必須 の技術 についての基礎講座を

企画 しました｡流 体の移 送 と貯槽お よび熱移動に関す

る基礎か ら､そ れ らの配管や貯槽 を構成す る材料の酸

化劣化(サ ビ)の 基礎までの範 囲を網羅 してい ます｡

基礎講座 は初級か ら中級技術者 を対象 としていますが､

流体を取 り扱 うベテ ラン技術者 にとっても基礎 を振 り

返 り､足 下 を固め るとっておきの機会 にな ると考えて

います｡下 記の5テ ーマ を取 り上げ､関 連企業か らの専

門技術者が講i師を担 当します｡ま た､終 了後 に講師 を交

えた技術交流会 を開催 します｡多 数 の ご参加 を期待 し

ています｡

φ液体濡澄化の周辺技術(そ のの

1液 体およびスラリーのレオロジー(講 師:横 浜国立大学

松本幹治教授)各 種流体 の流動特性 と化学工学的取

り扱 い

..管およびバルブと流動特性(担 当企業:㈱ キ ッツ)

各種配管部材の流動特性 と選定

3.液量の電気的計測と制御(担 当企業:桜 エン ドレス㈱)

各種液面レベル計および流量に関する電気的計測と制御

4熱 交換の基礎(担 当企業:ア ルファ･ラ バル㈱)

熱交換器 の種類 と熱移動計算

5配 管および熱交換器の防蝕技術(担 当企業:ア クアス㈱)

サ ビの電気化学か ら薬剤処理

◇開催日時=平成15年6月27日(金)13:00～17:30

◇場 所:横浜国立大学

当会で は下記 の 日程 にて会 員交流会 を開催致 します｡

ふるって ご参加下 さい｡

◇日 時:2003年6月5日(木)4:00PM～

◇場 所=横浜国立大学

※詳1.ぐ は､泊 って洪付 さ泊 る室内葬ご瞥下きい.

現時点での会員数 は101社(個 人会員3名 を含む)で す｡

(H15年3月20日 現在)

燈 新入会員 推薦会員
1｡金 星製紙㈱(一 般 会 員)松 本代表幹事

2伊 丹弘雄(個 人 会 員)松 本代表幹事

3㈱ 環境向学(一 般 会 員)

や 退会会員

1.日 本 リーロナール㈱(一 般会員)




